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１．指定概要

建設年

利用対象

応募者数

施設概要

指定管理
開始年度

平成２３年

規模

 岡山第3こどもの家

近江八幡市加茂町１５２４番地２

平成２３年

　　　　　　 　　　　　　地域　　　　

敷地面積１，７８４㎡、延べ床面積１１１㎡、階数　地上１階

名称

所在地

設置目的 児童福祉法の規定に基づき、市内の小学校に通学する児童で保護者が労働等により昼間家庭にいないものに対し、授業終了後適切な遊び及び生活の場を与えて健全育成を図るため、放課
後児童健全育成事業を実施する。

令和６年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

施設番号

部  子ども健康部 課 子育て政策課

    ＮＰＯ法人はちまんキッズ

所在地  近江八幡市金剛寺町８１１

利用料金制 採用している 選定方式 公募 1者

指定管理業務の内容
①こどもの家の利用に関する業務
②こどもの家の施設の維持管理に関する業務
③その他こどもの家の管理に関し市長が必要と認める業務

指定管理者
名称

指定期間 　　令和２年４月１日～令和７年３月３１日　（５年間）　

指定管理料 令和６年度：　　　　　　千円（見込）令和５年度：　　　　　　千円令和４年度：　　　　　　千円令和３年度：　　　　　　千円



２．施設の設置目的の達成に関する取り組み【有効性】

目標と具体的な取り組み（計画）

(改善を要した事項と対応)
特になし

　①利用者(保護者)との日常的な連絡、情報交換

　②利用料金の徴収

　③学校、保育所等との情報交換

　④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長

　①利用者(保護者)との日常的な連絡、情報交換
    保護者役員会の開催、送迎時の日常的なコミュニケーション
　　による。
　②利用料金の徴収
　　毎月徴収
　　令和６年度  ４，０４６千円
　③学校、保育所等との情報交換
　　必要に応じ随時実施
　④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長
　　　延長保育は１９時まで実施している。

(よかったと評価できる事項)
国基準や市のガイドラインに則り、事業が実
施された。また、学校や地域と連携を取り、
運営された。
 
 

（課題）
特になし

 

令和６年度実績 所管課による検証

施
設
設
置
の
目
的
達
成
状
況

施
設
の
維
持
管
理
業
務

　①施設の維持管理及び整備
　建物、施設の安全点検、修繕、除草作業等

　①施設の維持管理及び整備を実施
・日常の掃除、施設の安全点検、除草作業等、支援員が随時実施

(よかったと評価できる事項)
児童の安全確保に努め、適切に施設の維持管
理を実施した。

(改善を要した事項と対応）
特になし

施
設
の
運
営
業
務

（

サ
ー

ビ
ス
向
上
策
）

（課題）
特になし

(よかったと評価できる事項)

(改善を要した事項と対応)

（課題）

そ
の
他
の
業
務

（

提
案
内
容
の
実
施
業
務
）

自
主
事
業

 

　なし



３．効率性の向上に関する取り組み【効率性】

４．利用者の満足度調査等【有効性】 ５．指定管理業務に関して、指定管理者から市への要望

６．指定管理者の自己評価コメント ７．所属の総括コメント
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 対象児童の公平な利用の確保とサービスの向上を図る

　
 ・開設日数：２５６日
 ・延べ利用者数：５，７７２名
 ・平均登録児童数：３４名

(よかったと評価できる事項)
国基準や市のガイドラインに則り、施設利用
が実施された。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
特になし

(よかったと評価できる事項)
市補助金交付要綱に基づき適正に運営され
た。

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
特になし

収支状況

前年度実績

　指定管理料は0円であるが、施設の管理、事業の経費については、放
課後児童クラブ運営費補助金を用いている。

＜参考＞
　　　　　　　　岡山第３
■収入　　(１４,５２０千円)
保育料等     ３,６９０千円
補助金 　  １０,８３０千円

■支出　　(１４,５２０千円)
人件費　 　１２,３５６千円
管理運営費 　２,１６４千円

 令和６年度実績

　指定管理料は0円であるが、施設の管理、事業の経費については、放
課後児童クラブ運営費補助金を用いている。

＜参考＞
　　　　　　　　岡山第３
■収入　　(１５,０８３千円)
保育料等     ４,０４６千円
補助金 　　１１,０３７千円

■支出　　(１５,０８３千円)
人件費　 　１３,７７５千円
管理運営費 　１,３０８千円

保護者との日常的な会話を積極的に行い、信頼関係の構築に努め、子どもや家庭の
悩みや困っていることの相談・対応ができた。
学習会や講習会に参加することで保育に必要なスキルアップができた。保育日誌を
もとにミーティングを行い、情報共有して子どもたちの姿を捉えることができた。
地域の協力を得ながら子どもたちが安全・安心に過ごせる場所を作っていきたいと
思います。

　国や市の基準に基づく事業運営がなされている。また、地域とのつながりを大切にした活動をとり入れる等の工夫
や姿勢などが評価できる。引き続き、学校や地域と連携した運営体制を築いていただきたい。

実施内容・時期

評価頂いている内容

苦情・意見等

学童保育と地域・学校・こども園等とが地域の子どもたちを見守る場
所として、防犯体制や連絡体制を含めた協力連携を図るために、年に1
～2回ではなく定期的に意見交換等できる機会を設けてほしいとの要望
が出ている。

今年度は5月に2回、7月12月3月に1回ずつ保護者会を実施し、長期休暇の予定や過ごし方、学童からの連
絡事項などを伝えています。個々の相談事は、保護者のお迎えの時や電話にて対応しています。

多くの子どもたちを少ない支援員で見ている中で、小さなことでも報告してくださり感謝している。

 学童の出入口から駐車場までの道が暗い。第三水茎への学校からの下校時に横断歩道がない道を横断す
るのが危ない。


